
上段は目標値（令和4年度は前期基本計画に基づく目標値、令和5年度以降は後期
基本計画に基づく目標値）、下段は実績値

令和5年6月23日（金）

算出式・説明（下段）

まちづくり指標の目標達成率

施策評価表

２．評価指標

１．基本事項 作成日

施策 行財政運営の推進 期間 施策担当部課名 企画財政部 企画課令和5年～令和9年

施策推進の
ための主な

取組

重要度・
満足度

施策を取り巻
く社会状況等

行財制改革に関する市民意識調査では重要度と満足度
は共に低い状況である。効率的で市民のニーズにあっ
た行政サービスを行うべきといった考えは普遍的なも
のと思われる。

生産年齢人口の減少などにより、歳入増加が見込めな
い中で、社会保障費など歳出は増加する見込みであ
る。こうした状況下において、経営的な視点を取り入
れた的確かつ効率的で効果的な行政運営が求められて
いる。

行政評価と予算編成を推進するマネジメントサイクルの
運用
市税の適正な課税と徴収、自主納付の促進
市有財産の有効活用
窓口サービスの効率化
公共施設の適正配置
業務の生産性の向上に向けた職員の育成

経営的な視点を踏まえた行政運営により、限られた資源
を有効活用し健全財政を維持する。行政評価制度を活用
した予算編成など成果重視の行政経営、市有財産の有効
活用等による歳入確保、経常コストの削減に取り組むと
ともに、職員を育成し、業務の生産性向上を図ることに
より、市民のニーズに合った効率的な行政サービスを提
供していく。

目的・
対象行財政運営の推進

主要プロジェクト

区
分

令和9年度

　

　

　

総
合
計
画

大項目 6 みんなで創る協働のまち

中項目 2 将来に向けた持続可能なまちづくり

小項目 4

％

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

経常収支比率
％

決算時数値

60.00 65.00

指標名（上段）

　 　 　 　

所属長 企画財政部長　荻野　昌利

５．二次評価（所属長の見解）

今後も、持続可能な財政基盤づくりのため、市税収納率の向上、公共施設適正配置の推進、企業版ふるさと
納税の活用等、多種多様な取組を進めていく。公用車については、必要台数を精査するため、外部施設にお
ける公用車の適正台数を確認するとともに、環境対応車への更新について最適な手段を検討していく。

社会経済状況の変化に的確に対応しながら、限りある経営資源を有効活用し、総合計画に掲げる将来都市像の実現のため、より効率的かつ効
果的な行財政運営を行っていく必要がある。中長期的な視点に立ち、歳入確保、歳出抑制に向け、費用対効果を意識した行財政改革を全庁的
に推進する。また、引き続き、ＩＣＴの活用による業務効率化を進める。

87.30

87.90

４．改善改革プラン（３．一次評価を受けての具体的な解決策）

区分

経常収支比率について８７．９％であり、これまで良好な水準で推移してきたが、扶助費や公債費の増加等によりわずかに目標を下回った。
まちづくり指標の目標達成率については４５．９％であり、目標値を下回っている。個別施策の進捗率が向上し、施策の成果が表れている一
方で、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う事業の中止や影響が続いていることが要因の一つと考えられる。引き続き、市民ニーズに合っ
たサービスを提供するとともに、経営的な視点を取り入れた効率的な行政運営に努めていく。

評価者 企画課長　福島　正孝

３．一次評価（今後の施策の方向性）

区分

87.10

　

現状維持

70.00 50.00 55.00

具体的な対応策等

　

86.60 86.8087.30 86.30

単位

45.30

70.00

□ その他

■ 既存事業の拡充

□ 事業の新規立案

１．現状維持　２．拡充　３．縮小

□ 事業の廃止・縮小

□ 事務事業の再編

成
果
指
標

　

＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞＜第２次総合計画進行管理表＞


